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この度、第 14 回 Destination Therapy (DT) 研究会を 2023 年 10 月 7 日（土）午後、パシフィ
コ横浜ノースにて開催させていただくこととなりました。第 27 回日本心不全学会学術集会（10
月 6 日～ 8 日）と同時開催となります。

2021 年 4 月 30 日に HeartMate 3 による DT が保険収載されて 2 年以上が経過し、DT は
少しずつですが着実に日常臨床に浸透しつつあります。さらに、2023 年 7 月 1 日からは DT
実施施設が従来の 7 施設から 19 施設へと拡大され、今後さらなる症例数の増加が期待されます。
一方で、DT に関する様々な課題や懸念は必ずしも解決しているとはいえず、現場の医師やスタッ
フの間で DT に関して慎重な意見が多いのも事実です。

そのような情勢の中で、今回の研究会のテーマは「DT のさらなる成熟に向けて」とさせて頂
きました。まずは特別講演として、「DT のさらなる普及に向けて、いま何が必要か」というテー
マで講演いただきます。シンポジウム①では新たに DT 実施施設となった施設の取り組みを紹介
していただき、シンポジウム②では DT の最大の課題である遠隔期や終末期の問題について議論
していただく予定です。なお会の半ばではコーヒーブレイクとして、現地にお集まりいただいた
皆様が自由に交流していただける時間を設けましたので、是非とも他施設の方々との自由な意見
交換を楽しんでいただけましたら幸いです。

日本心不全学会学術集会参加の方には例年通り本研究会参加証を無料で発行致します。また、
本研究会は植込型補助⼈⼯⼼臓管理施設、植込型補助⼈⼯⼼臓管理医、人工心臓管理技術認定士
の認定に必要となる学会・研究会として認められています。

木々の葉が色づき始める頃に、横浜の地で皆様にお会いできることを大変楽しみにしておりま
す。末筆ながら、皆様の益々のご健勝を祈念申し上げます。
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